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記念講演 青木理さん 濵嶌将周弁護士 メモ 

 

☆なぜ秘密保護法に早い段階から反対してきたか。 

 私の本業は記者だったし、現在ライターだ。職業柄、政府が秘密を持つことを許すわけがない。 

 私は、自治体や政府が持つ情報は僕らの共有財産だと思っている。 

 公務員の人を取材すると、１人１人は悪い人ではない。また、一時的に秘密にしないこともあるだろう。 

 しかし、20 年後、30 年後公開され、歴史の審判を受けるのは当然だ。 

 特定秘密保護法は情報を隠す。また、最近は公文書自体作らない・破棄することもある。 

 今の特定秘密保護法は、秘密の範囲も曖昧、チェック機能もない。 

 公文書作成・保存・公開のルールもきちんとしていない 

 

☆なぜ当初は他のジャーナリストは秘密保護法反対運動に鈍かったか。 

 一部メディアが賛成し、賛否が分かれているように見えた。 

 現在、メディアが果たすべき、言論の自由、人権尊重、政権監視機能が弱っている。 

 強圧的な政権のメディア対応で、自粛・萎縮もあるし、メディア側のセクショナリズムがあって 

 新しい運動に対応しにくい。 

 それは国会前での安保法制反対デモで明らかになった。 

  

☆秘密保護法は誰が何のために作ろうとしたのか。 

 秘密保護法を作ったのは内閣情報調査室という日本にある数少ない情報機関の１つ。 

 90 年代に 200 人ちょっと。トップの内閣情報官は必ず警備・公安警察の警察官僚が座ってきた。 

 内閣情報調査室は警察からの出向者が一番多く占めている。官邸に突き刺さった警察の権益機関。 

 特定秘密保護法の対象である、外交・防衛・テロ防止・特定有害活動で、その半分は警察が主幹。 

 『特定秘密が漏れた』場合、警備・公安警察が捜査する。 

 警備・公安警察が権限を広げる。 

 もともと『反共』のための組織。 

 冷戦が終わった 90 年代、警備・公安警察は減らされた。 

 警視庁外事三課が調査したイスラム教徒の情報がネット上にばらまかれるという不祥事。 

 警察庁長官が銃撃されるも、犯人を逮捕できなかった。 

 この 10 年 15 年、警察内部で批判が高まった。権益を非常にほしがっている。 

 『テロ等防止罪』というのはそれがあるためではないか。 

 

☆警察はなぜ治安維持にこだわるのか 

 警察の仕事だから。みんな職務に熱心。 

 しかし、警察や自衛隊など、実力や強権を持つ組織は歯止めをかけないといけないが、政治家が無自覚。 

 「治安を守りたい」という強烈な意識は、権限を与えると暴走を始める。  

 聞いた話によれば、新しく国家公安委員長になった政治家について警察が選挙資金や支持者、愛人の 

 有無などを探るという。 

 シビリアンコントロールを警察が脅しつけることに。 

 後藤田正晴という内務省エリート官僚から政治家になった人が、『情報機関が必要か』という 

 マスコミからの質問に対し、『必要だが、今の政治がコントロールできるか不安』と話した。 



 後藤田は権力の怖さ、暴走を知っていた。 

 為政者として必要とするなら、制限するのが保守政治家本来。 

 しかし安全保障法、通信傍受法改正など制限を外し、今では警察の中で盗聴ができるように。 

 法務省、警察、防衛、外務などは、安倍政権のうちに法律を通しちゃおうと思っている。 

 権力者が権力装置に無自覚なのは問題。治安機関がほしがるのは当然。 

 

☆秘密保護法で何か実際に変わったのか 

 それがわからない。まさに特定秘密で知りようがなく、何を隠しているかチェックできない。 

 ただ、警備・公安警察の位相が上がったのは確か。 

 ・これまでだったら世間に出ていただろう情報が出なくなった可能性がある。 

  ジャーナリストに対し、組織内からいろんな思惑で情報を提供する人がいる。 

  間違いがなければ新聞に載せる、テレビに載せる、雑誌に書く。 

  これまで公務員法があったが懲役 1 年。 

  しかし特定秘密保護法は懲役 10 年。ばれたら怖いという思いがある。 

 ・記者は、特ダネがあれば記事を出したい。 

  しかし、上司がびびっていたら、『これは特定秘密ではないですか』それは確かめようがない。 

  特定秘密であれば強制捜査を受ける可能性もある。 

  情報源を完璧に守れるのか。相手は国家権力を使ってまで情報源を調べに来る。 

  メディアを責められない。 

  伝えられるべき情報が細っていく。 

 ・2020 年に東京オリンピックが開催されると、テロの対象となる可能性がある 

  実際にテロが起こったら、『テロに屈するな』ほとんどのメディアがいうのでは。 

  『安保法制が問題』と発言したら、国賊と言われかねない。 

  警察、役所、メディア じわじわと変化が起きている 

  警察 監視国家化 不自由な雰囲気が強まっている 

  

☆共謀罪は警察官僚のためなのか 

 過去に警視庁記者クラブに 4 年にて公安部担当だった。 

 「日本の公安警察」を書いたら警察から相当怒られた。 

 正直言って存じ上げない。 

 しかし、メディアの中で仄聞すると、基本的には外務省、法務省も欲しかったが、 

 今回は官邸が作ろうといったという。 

 法務省の役人は優秀でちぐはぐはない。今回は法務大臣の答弁が対応できていない。 

 『テロ等準備罪』なのにテロの文字がなかったなどちぐはぐ。 

 官邸にいる警察官僚が主導したという推測が成り立つ。 

 共謀罪は起きていない犯罪を取り締まる。 

 至極まじめな警察官としては、どうやって取り締まるか？ 

 常日頃から「あやしい、危険、テロ集団？」目したところを監視しないとだめ。 

 どの段階でも 危ない人達を監視しないと取り締まれない。 

 また、共謀・準備はどうやって立証するか。供述ではえん罪の巣となる。自首したら減免も危ない。 

 １つは通信傍受。警察が怪しいとにらんでいる日常的な電話、メール、FAX、SNS。 

 それだけでは不十分なので、『室内盗聴をやらせてくれ』と言ってくるかも。 



 いったんテロや凶悪事件が起きたら、そっちの方向に流れかねない。 

 日本社会を大きく変えかねない。 

 共謀罪は取り返しのつかないようになるのでは。 

  

☆今回刑事訴訟法改正で通信傍受がやりやすくなったが、そもそも村木さんの事件がきっかけ。なぜか 

 全く理解できない。泥棒に追い銭 火事場泥棒。 

 村木さん事件は証拠を改ざん 大阪地検特捜部は有罪にするためフロッピーを書き換えた。 

 検察批判で警察正義論が崩れた。えん罪事件が発覚した。 

 この国の刑事司法はおかしいのでは？ 

 民主党政権時『検察のあり方検討会議』 

 検察はものすごい危機感を抱き、エースを投入し、検討会議を骨抜きにした。 

 311 東日本大震災が起き、メディアの関心・刑事司法への関心が薄れた。 

 法制審議会「新たな刑事司法のあり方を考える」部会 時間がたって部会長の試案 

  なぜ大阪地検をしたのか→検察官がまじめだったから。 

  人権意識が高まって、自白をとれなかったから改ざんした。 

  捜査のための武器をよこせ。 

   ・取り調べの可視化 

   ・司法取引 

   ・通信傍受 

 役人はしたたか。焼け太り。 

 1999 年通信傍受法 メディアが問題視。 

 政府はフルスペックでしたかったが、制限がかかった。 

 10 年以上かけてやってきた。 

 治安機関や実力組織の権能はこわいことになる。 

 絶えずチェックしないとだめ。、 

  

☆室内盗聴まで視野に入れているか 

 安心・安全に対する市民社会の実態はどうか。 

 警察庁は川崎市で集中的に監視カメラをつける実験を行い、アンケートを採った。 

 『多少のプライバシー侵害があってもこどもの安心・安全が大事』 7 割 

 安心・安全のためには自由を売り渡してもよいという意識が強まっている。 

 日本の治安はよくなっている。 

 戦後 50 年代 60 年代が人殺しが一番多かった。 

 この 10 年くらいは 1000 件前後。この 2.3 年は 1000 件切っている。 

 そのうち半分は家族間。 

 監視カメラに抑止効果があるのなら、家庭全部に監視カメラをつけてはどうか 

 500 件の殺人が減るかもしれないが、安心・安全 自由・プライバシーをどう考えるべきか。 

 テロ等準備罪に 6 割賛成とのこと。「テロはいやだよね」当たり前だが、 

 治安機関の権能を強くしないといけない。 

 悩みつつも、こんなに譲っていいんですか。 

 治安機関、自衛隊 どうやって歯止めをかけるのか絶えず問うしかない。 

  



☆体感的治安 なぜだまされるのか 日本人の特質？ 

 行き過ぎたモラリズムで生きづらくなってきた。 

 やくざ映画は今作れない。暴力団に関わったら逮捕。 

 暴力団は嫌いだが仕事で何人か取材した。中には立派な人もいる。 

 銀行口座作れない。子どもの給食振込できなく学校に現金を持って行く。 

 息苦しさ。 

 「暴排条例」東京都読んだが、暴力団に利益を供与しない 利用しない つきあわない 

 僕が決めること お上に指示される話か？ 

 そんな条例は拒否するべきだが、日本全国でできちゃった。 

 やくざだからつきあわないというと、やくざ映画も作れない。 

 田原総一朗と対談した。 

 1994 年 田原さんは「朝まで生テレビ」で暴対法は是か非かをやった。 

 京都のヤクザの高山登久太郎をテレビに出せた。 

 警察側だけでなく、当事者出すべきだという信念。 

 2 年前「暴排条例は是か非か」やくざはいなかった。 

 今のコンプライアンスでは、やくざを出演させて出演料出すとアウト。 

 コーヒー出したらどうなる？ 

 クレンジングされた行き過ぎたモラリズム。 

 

☆市民監視 GPS など、どこまで監視されているのか 

 ここ 10 何年 警察に入り込んでいないのでわからない。 

 警視庁がイスラム教徒を調べた情報がネットに流れた。 

  基礎調査 携帯番号、立ち寄り先 下半身のこと 金銭のこと 

 ある中東大使館 大使から運転手まで通帳の写しが取られている。 

  令状なら具体的に書かないと 

 都内 レンタカー情報が警察に流れる仕組みがあった。  

 都内の大学では教え子のイスラム教徒を警察に通報していた。末期症状。 

 ・朝起きて、何時にカーテンを開けて、セロハンテープ買った（目的不明） 

  テロの犯行声明を貼るため？ 

 GPS 機能が発達した情報機器。 

 NSA スノーデンが告発した。 

 共謀罪、特定秘密保護法は、これまでやってきたことにお墨付きをつける。権限を広げたい。 

 別府署、大垣。 

 『最初に摘発されたのは共産主義者だった、、、 私を捕まえにきたときは誰も助けてくれなかった』 

 

☆今の内閣特有か？ 

 わたしは政治記者ではない。 

 『安倍三代』アエラに 10 回連載したものを出版した。 

 安倍晋三 父方のおじいさん 安倍寛は素晴らしい人。 

 翼賛会にはいらず批判 国会議員に当選 村長を務められていた。  

 『富の偏在は国家の危機を招く』貧しい農民、失業者に寄り添う。 

 彼の選挙戦を手弁当で応援している。おじいさん 1946 年に亡くなる。 



 もっと生きていれば政治史に残しただろう。 

 安倍晋太郎は天涯孤独。 

 ・寛 東大法学部出身 村長 

 ・晋太郎 東大法学部出身 特攻隊志願し、毎日新聞入社。 

  強烈な戦争体験がある。選挙基盤を自分で耕す 

 じゃあ、三代目は成蹊学園で良家の子女。 

 コンプレックスは『一回も受験していないこと』 

 神戸製鋼にコネ入社 特筆すべきことはない。誰も覚えていない。政治的な話をした人はゼロ。 

 神戸製鋼上司『かれはライトの雰囲気なかった。子犬みたいな子。 

 猛烈サラリーマンで牛乳を飲むのが日課。晋三は牛乳を買ってくる。 

 上司がポケットに手を突っ込むとよってくる。 

 政治姿勢は間違いなく後付け。 

 子犬がオオカミの中に入っていると交わる。 

 政治家というのは『今の社会はこれがおかしい、こう変えたい』 

 寛 晋太郎 岸信介も多分そう ある種の国家像を持っていた。 

 3 人とも東大法学部秀才エリートで知識人。私はとてもかなわないだろう。 

 では  

 安倍晋三だけを批判してもしょうがない。 

 世襲、選挙制度、野党のありよう。安倍政権が屹立しているわけではない。 

 他によい人がない。 

 安倍首相は戦後 4 番目の長さで歴史的。 

 秘密保護法、戦争法、共謀罪、改憲。 

 周辺が陥没しているから。 

 日本社会、メディアが劣化。 

 籠池 バラエティ番組か？ 

 

☆市民がやるべきこと 

 皆さんは僕より社会経験、人生経験が長い。 

 私はメディア 物書きでこつこつと書き続ける。 

 市民運動の積み重ね メディアとリンク・コラボ。 

 ぜひ頑張って続けてほしい。 

 本を買って欲しい。 


